別紙様式
平成22年度当初予算　支出科目　款：交通対策費 項：中部国際空港対策費 目：中部国際空港対策費
	事業名:　中部国際空港対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　都市建築部　公共交通課　企画調査担当　電話番号：058-272-1111（内2733）

　　　　　　E-mail：c11134@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：12,853　千円（前年度予算額：12,875　千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　中部圏の国際競争力を強化していくことを目的に中部国際空港の二本目滑走路実現に向けて、東海３県１市・経済団体が一体となって取り組むために組織された各種団体に対して負担金を支出する。

また、関係行政機関、経済団体、空港会社との連絡調整、情報収集及び空港アクセス道路の早期整備に向けた要望活動に要する経費を支出する。
	２　所要経費


　中部国際空港利用促進協議会負担金　　　　　　　　　　 10,000　千円
　中部国際空港二本目滑走路建設促進期成同盟会負担金　　　2,000　千円
　（財）中部空港調査会負担金　　　　　　　　　　　　　　　650　千円
　連絡調整費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　203　千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　５ 人・モノの交流拡大につながる基盤を整備する

· 関係自治体・団体と連携して、中部圏における重要な社会資本整備を促進し、中部圏全体の発展を図る中で、岐阜県の発展につなげます。
	２　これまでの取組状況


　中部圏の国際競争力を強化していくため、国際拠点空港である中部国際空港の完全２４時間運用の早期実現を目指し、東海３県１市、（社）中部経済連合会、名古屋商工会議所及び中部国際空港（株）が中心となって「中部国際空港二本目滑走路建設促進期成同盟会」を設立（H20.4.30）するなど、二本目滑走路の建設に向け、活動している。
	３　これまでの取組に対する評価


　中部国際空港開港後、空港の利用者は堅調に伸びてきたが、リーマンショック以降の世界同時不況、新型インフルエンザの流行、日本航空の経営問題などが重なり、路線の廃止、減便が相次いでいることから、二本目滑走路建設にむけて需用拡大に向けた取り組みの継続と強化が必要である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
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予算額
	12,875
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
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	要求額
	12,853
	0
	0
	0
	0
	0
	0
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	12,853
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	0
	0
	0
	0
	0
	12,853


